
校名

（准）校長名

日時

会場

府立山田高等学校　校長室

出席者(委員）

開催場所

友谷会長、川上委員、西田委員、速水委員、西川委員

学校運営協議会議事録

府立山田高等学校

佐々木　　啓

開催日時 令和　５年　６月　１２日（月）　１５　:　３０　～　１６　:　４５　

次回の会議日程

令和５年１１月頃

本校　校長室

出席者(学校） 佐々木校長、坂口教頭、永野首席、金子首席、松田指導教諭、池本進路指導主事

傍聴者 なし

議題等(次第順）
・校長挨拶
・事務局紹介
・会長選出
・会長挨拶
・学校運営協議会について
　　保護者意見書の流れについて
　　傍聴に関する要領について
・令和５年度学校経営計画について
・スクールミッション・スクールポリシーについて
・諸連絡

(1)友谷会長、西田副会長を再任
(２)令和５年度学校経営計画及び学校評価について
・生徒が良い顔を見せて、成長するように、生徒の力を伸ばす教育活動を推進していく。
・「授業力の向上」ではICTを活用した授業研究・授業実践を推進する。今年度より「リーディングGIGAハイスクー
ル」に指定され、電子黒板機能付きプロジェクターと１人１台端末の活用を推進し、実践事例を他校に発信する。今
月は校内で研究授業を行う。
・新型コロナウイルス感染症が落ち着いたので、今年度は従来の形態での体育祭を実施することができた。多数
の保護者にも来場いただき、生徒たちの頑張りを見ていただけた。
・交通安全指導を継続する。保護者にも協力いただいて、登校指導を実施する。
・安全で安心な学び場づくりとして、いじめ等アンケートによりいじめ事案の未然防止に努める。
・コロナ禍で実施できなかった地域行事に生徒・保護者とともに参加して、地域連携を行う。
・教員の超過勤務が社会問題になっているので、「働き方改革」を推進する。ICTを活用した校務の効率化、全校一
斉定時退庁日を設定する。
・進路状況はここ数年、国公立大学、難関私立大学を中心に、希望進路の実現を果たす生徒が多数いる。家庭で
の話し合いに役立つように保護者対象に進路情報を提供する機会（進路説明会、進路講演会、大学説明会）も充
実している。

(3)委員からの意見等
・小中学校にも電子黒板が導入されたがうまく使いこなせなかった。高校での電子黒板の活用に大いに期待してい
る。
・協議会の前に授業を見学させてもらった。ほとんどの教員が電子黒板機能付きプロジェクターを活用していた。巧
みに活用している先生がいて驚いた。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料

令和4年度学校経営計画及び学校評価、令和5年度学校経営計画及び学校評
価、山田高等学校学校運営協議会実施要項、教員の授業その他の教育活動
に関するご意見について（保護者案内文）、意見書、保護者の意見の流れ、傍
聴に関する要領、今春の進路状況、過去５年間の合格実績、令和５年度進路
指導年間行事予定

備考


